
（広島県）

多
様
な
資
源
に
恵
ま
れ
た 

地
域
の
環
が
結
ぶ
里
山
共
生
都
市

　

中
国
地
方
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
広
島
県
の
北
東
部
に

位
置
す
る
庄
原
市
は
、
市
域
の
北
側
が
島
根
県
と
鳥

取
県
、
東
側
が
岡
山
県
に
接
す
る
《
県
境
の
ま
ち
》

だ
。
市
域
が
３
県
と
境
を
成
す
地
勢
は
希
少
な
事
例

と
言
え
る
が
、
そ
の
要
因
は
、
庄
原
市
の
置
か
れ
た

地
理
的
な
位
置
付
け
と
市
域
の
広
大
さ
に
あ
る
。

　

東
西
約
53
㎞
、
南
北
約
42
㎞
に
及
ぶ
市
域
は
総
面

積
１
２
４
７
㎢
弱
。
県
都
・
広
島
市
は
47
都
道
府
県

庁
所
在
地
の
上
位
５
番
目
に
当
た
る
広
大
な
面
積

（
９
０
７
㎢
弱
）を
有
す
る
が
、
庄
原
市
は
広
島
市
の

約
１
・
４
倍
。
そ
の
広
大
さ
は
全
国
１
７
４
１
市
区

町
村
の
中
で
13
番
目
、
町
村
を
除
け
ば
10
番
目
。
近

畿
以
西
の
都
市
に
限
定
す
れ
ば
、
最
大
の
面
積
を
誇

る
自
治
体
な
の
だ
。

　

庄
原
市
域
は
、
主
に
緩
や
か
な
起
伏
の
台
地（
標
高

１
５
０
～
２
０
０
ｍ
）で
形
成
さ
れ
、
可
住
地
面
積
・

耕
地
面
積
を
除
く
市
域
の
約
84
％
が
、
山
岳
地
や
中

山
間
地
を
は
じ
め
と
す
る
森
林
地
帯
（
１
０
４
７

㎢
）
だ
。
さ
ら
に
、
島
根
県
・
鳥
取
県
と
の
県
境
を

成
す
北
部
地
域
、
１
２
０
０
ｍ
級
の
山
岳
地
帯
と

周
辺
の
エ
リ
ア
は
、
豪
雪
地
帯
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
。

　

市
域
の
多
く
を
山
岳
地
や
中
山
間
地
な
ど
森
林
地

帯
に
占
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
庄
原
市

の
耕
地
面
積（
約
69
・
３
㎢
）は
広
島
県
で
最
大
級
だ
。

　

庄
原
市
の
基
幹
産
業
は
農
林
業
が
担
っ
て
き
た
。

林
業
に
つ
い
て
は
昭
和
30
年
代
以
降
、
植
林
が
盛
ん

で
、
森
林
地
帯
を
外
れ
る
耕
地
で
は
、
米
・
野
菜
・

花か

き卉
・
果
樹
な
ど
の
農
作
物
の
他
、
和
牛
・
乳
牛
・
豚
・

鶏
の
飼
養
な
ど
畜
産
業
も
盛
ん
だ
。

　

と
り
わ
け
庄
原
市
は
、
国
の
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）

保
護
制
度
に
も
登
録
（
令
和
元
／
２
０
１
９
年
、
和

牛
肉
と
し
て
は
中
四
国
地
方
で
初
）
さ
れ
た
ブ
ラ
ン

ド
牛《
比ひ

ば婆
牛
》の
発
祥
地
・
産
地
と
し
て
名
高
い
。

　

全
国
の
中
山
間
地
域
と
同
様
、
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
な
ど
か
ら
林
家
数
や
農
家
数
は
減
少
を
続
け
る

が
、
庄
原
市
は
今
も
広
島

県
の
総
農
家
数
の
８
％
以

上
を
維
持
す
る
な
ど
、
県

農
業
を
支
え
る
存
在
で
あ

り
続
け
て
い
る
。

　

庄
原
市
の
多
様
な
地
勢

を
形
成
し
、
基
幹
産
業
の
農
林
業
を
支
え
る
の
は
、

豊
か
な
水
資
源
だ
。
市
域
内
の
山
岳
部
は
長
大
な

分ぶ
ん
す
い
れ
い

水
嶺
を
成
し
て
お
り
、
中
国
地
方
を
代
表
す
る

河
川
・
江
の
川
水
系
（
日
本
海
側
に
注
ぐ
）
と
、
高

梁
川
水
系（
瀬
戸
内
海
に
注
ぐ
）の
大
小
の
河
川
が
、

広
い
市
域
を
縦
横
に
走
り
、
豊
か
な
水
脈
を
張
り

巡
ら
し
て
い
る
。

市 政 ル ポ 庄
しょうばら

原市

木
きやまこうぞう

山耕三
庄原市長

多
様
な
自
然
環
境
と
地
域
資
源
で
育
む
里
山
共
生
都
市

け
ん
引
役
は《
い
ち
ば
ん
づ
く
り
》
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そ
う
し
た
特
質
は
一
方
に
お
い
て
、
中
国
地
方
を

襲
っ
た「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」の
際
の
事
例
の
よ
う

に
、
庄
原
市
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
災
害
要
因

に
な
り
か
ね
な
い
特
徴
と
も
言
え

る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
自
然
環
境

の
大
枠
を
見
た
だ
け
で
も
、「
第

２
期
庄
原
市
長
期
総
合
計
画
」
に

掲
げ
る
市
の
将
来
像
の
通
り
、
庄

原
市
は
市
街
地
と
里
山
が
混
然
一

体
と
な
っ
た
、
文
字
通
り
の
「
里

山
共
生
都
市
」
と
言
う
に
ふ
さ
わ

し
い
地
域
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

分
か
る
。

　

現
在
の
庄
原
市
は
、
平
成
17

（
２
０
０
５
）年
３
月
31
日
、
旧
庄

原
市
（
昭
和
29
／
１
９
５
４
年
・

市
制
施
行
）と
旧
比
婆
郡
西
城
町
、

同
東
城
町
、
同
口く
ち
わ和
町
、
同
高
野

町
、
同
比ひ

わ和
町
、
旧
甲こ

う
ぬ奴
郡
総そ

う
り
ょ
う領

町
と
の
１
市
６
町
の
新
設
合
併
に

よ
り
、
新
庄
原
市
と
し
て
の
歩
み

を
開
始
し
た
。

　

全
市
域
が
過
疎
地
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
庄
原
市
は
、
全
国

の
都
市
と
同
様
、
人
口
減
少
お

よ
び
少
子
化
の
抑
制
が
最
大
の

課
題
に
な
っ
て
い
る
（
※
庄
原
市

エ
リ
ア
の
人
口
の
ピ
ー
ク
は
昭

和
22
／
１
９
４
７
年
の
総
計

９
万
２
２
４
０
人
、
平
成
17
年

の
合
併
時
の
人
口
は
４
万
３
１
４
９
人
、
本
年
１

月
31
日
現
在
の
人
口
は
３
万
２
５
５
１
人
）。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
で
は
、

令
和
42
（
２
０
６
０
）
年
の
庄
原
市
の
人
口
は

１
万
６
６
４
６
人
。
だ
が
庄
原
市
で
は
「
第
２
期
庄

原
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」に
お
い
て
、「
第
２
期
庄
原
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
よ
る
人

口
減
少
抑
制
効
果
の
あ
る
施
策
の
実
践
を
前
提
に
、

令
和
42
年
の
人
口
目
標
値
を
１
万
８
０
０
０
人
台
の

維
持
に
設
定
。
豊
富
な
地
域
資
源（
財
産
）の
活
用
と

ア
イ
デ
ア
豊
富
な
各
種
施
策
・
事
業
の
実
践
に
よ
る
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
精
力
的

に
推
進
し
て
い
る
。

　
「
全
国
的
に
見
て
も
広
大
で
、
多
様
な
自
然
環
境

を
持
つ
庄
原
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
他
の
都
市
に

は
な
い
多
く
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
庄
原

市
の
市
街
地
は
、
基
本
的
に
中
国
山
地
の
山
々
に
囲

ま
れ
た
大
小
の
河
川
沿
い
に
広
が
る
盆
地
や
、
流
域

の
平
た
ん
地
な
ど
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
市
街
地
の
連
続
性
を
図
る
こ
と
が
非
常
に
難
し

い
。
本
庁
舎
を
旧
庄
原
市
役
所
に
置
き
、
六
つ
の
旧

町
役
場
を
支
所
と
し
て
残
し
て
い
る
の
は
、
そ
う
し

た
地
理
的
環
境
に
よ
る
必
要
性
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
半
面
、
市
民
の
一
体
感
を
図
り
な

が
ら
、
庄
原
市
に
は
多
彩
で
独
自
性
に
満
ち
た
地
域

文
化
が
、
今
も
各
地
域
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。
食
文

化
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
多
様
性
は
、
観
光
振
興
な

ど
の
面
に
お
い
て
、
特
に
大
き
な
魅
力
を
形
成
し
て

い
る
も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
木
山
耕
三
庄
原
市
長
だ
。

春らんまん!! 上野公園（東本町）の桜並木は「さくら名所100選」にも選
定の名勝

日本の原風景を感じさせる里山風景（比和町／つなぐ棚田遺産認定：
比和三河内の棚田）

庄原市内には三つの「道の駅」が立地し、防災拠点・物流拠点・観光交流拠点と
しての役割を果たしている（写真は高野町《道の駅たかの》）

庄原市

広島市
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儲
か
る
循
環
型
林
業
と
次
世
代
育
成
で 

進
め
る
林
業
の
再
活
性
化

　

木
山
市
長
は
大
学
を
卒
業
後
、
広
島
市
内
の
観

光
関
連
会
社
、
合
併
前
の
故
郷
・
旧
東
城
町
を
本

拠
と
す
る
観
光
関
連
会
社
な
ど
で
要
職
を
歴
任
。

平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
か
ら
３
期
12

年
間
、
広
島
県
議
会
議
員
を
務
め
た

後
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
４
月
、

庄
原
市
長
選
に
初
出
馬
で
当
選
。
本

年
４
月
で
、
連
続
３
期
11
年
目
を
迎

え
る
。

　

木
山
市
長
が
就
任
以
来
、
人
口
減

少
と
少
子
高
齢
化（
※
本
年
１
月
末
の

高
齢
化
率
44
・
１
％
）が
進
む
庄
原
市

に
、
地
域
活
力
を
取
り
戻
す
政
策
の

柱
と
し
て
常
に
掲
げ
て
き
た
ス
ロ
ー

ガ
ン
は「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」だ
。

　
「
そ
れ
は
例
え
ば
、
庄
原
市
の
何
か
を
、
数
値

的
な
部
分
で
日
本
一
に
し
た
い
と
か
い
う
よ
う
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
地
元
の
方
言

で
言
え
ば
『
や
っ
ぱ
り
、
庄
原
が
い
ち
ば
ん
え
え

よ
の
ぉ
』
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
、
そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
。

　

端
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば『
心
の
い
ち
ば
ん
』を
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
県
議

時
代
か
ら
い
つ
も
考
え
て
い
た
、
私
の
そ
ん
な
『
想

い
』を
表
現
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ん
で
す
。

　

実
際
、
庄
原
市
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
他
の

地
域
に
対
し
て
も
誇
れ
る
よ
う
な
、
庄
原
が
や
っ

ぱ
り
い
ち
ば
ん
い
い
な
と
再
認
識
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
、
優
れ
た
地
域
資
源
（
財
産
）
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
」（
木
山
市
長
）

　

市
民
に
と
っ
て
の
「
心
の
い
ち
ば
ん
」
を
目
指
す

庄
原
市
が
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
要
と

し
て
、
特
に
そ
の
発
信
活
動
や
事
業
展
開
に
力
を

入
れ
て
い
る
の
は
、
豊
か
な
森
林
環
境
を
活
用
す

る
各
種
の
林
業
振
興
と
、
庄
原
市
（
旧
比
婆
郡
）
に

ル
ー
ツ
が
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
牛
・
比
婆
牛
の
普
及
・

増
産
、
さ
ら
に
は
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た

観
光
振
興
だ
。

　
「
数
値
的
な
追
求
は
二
の
次
と
は
い
え
、《
心
の

い
ち
ば
ん
》
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
た
だ
感
じ
取
っ
て

い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
そ
の
結
果
と
し
て
は
も

ち
ろ
ん
、
産
業
振
興
や
雇
用
の
場
の
創
設
な
ど
、

具
体
的
な
効
果
に
何
ら
か
の
形
で
結
び
付
け
て
い

け
る
よ
う
、
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
意
味
合
い
か
ら
も
、
庄
原
市
で
は
や

は
り
、
先
人
た
ち
が
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
豊
か
な

森
林
資
源
（
人
工
林
）
の
産
業
的
活
用
と
、
持
続
可

能
な
環
境
づ
く
り
、
森
林
資
源
を
活
用
し
た
次
世

代
育
成
な
ど
が
重
要
と
の
観
点
か
ら
、
令
和
３

（
２
０
２
１
）
年
３
月
に
『
22
世
紀
の
庄
原
の
森
林

（
も
り
）づ
く
り
プ
ラ
ン
』を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

プ
ラ
ン
は
『
儲
か
る
循
環
型
林
業
』
を
骨
子
と
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
平
成
31
（
２
０
１
９
）

年
４
月
１
日
施
行
の『
森
林
経
営
管
理
法
』に
伴
い
、

国
か
ら
自
治
体
へ
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
交
付
が

開
始
さ
れ
る
な
ど
、
森
林
を
巡
る
社
会
環
境
が
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま

里山風景を楽しみゆったり滞在できる「せとうち古民家ステイズ」（市内3カ所に立
地）の一つ、上谷町の《不老仙》

国名勝指定から100年。庄原市と神石高原町にまたがる「帝釈
峡」は庄原市観光最大の人気スポットの一つ（写真は神龍湖）

中国地方唯一の国営公園「国営備北丘陵公園」は庄原市の四季
折々の花だよりを全国に発信
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（広島県）

す
」（
木
山
市
長
）

　

周
知
の
よ
う
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
制
度
は
、

令
和
元
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
市
町
村
と
都
道

府
県
に
対
し
、
国
が
私
有
林
・
人
工
林
面
積
、
林

業
就
業
者
数
や
人
口
に
よ
る
客
観
的
な
基
準
で
案

分
し
、
市
町
村
に
よ
る
森
林
整
備
等
の
財
源
と
し

て
譲
与
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
市
町
村
は
、

例
え
ば
間
伐
な
ど
森
林
整
備
に
関
す
る
施
策
・
事

業
、
人
材
育
成
や
担
い
手
の
確
保
に
関
す
る
施
策
・

事
業
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
事
業
な
ど
、

森
林
の
整
備
促
進
に
関
す
る
施
策
の
財
源
に
充
て

る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
都
道
府
県
で
は
、
森

林
整
備
を
実
施
す
る
市
町
村
へ
の
支
援
金
と
し
て

使
え
る
。

　
「
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
庄
原
市
の
よ
う
な
森
林

環
境
を
持
つ
自
治
体
に
は
、
実
に
あ
り
が
た
い
制

度
で
す
。
庄
原
市
と
し
て
は
、
こ
れ
を
契
機
に
策

定
し
た
『
22
世
紀
の
庄
原
の
森
林
（
も
り
）
づ
く
り

プ
ラ
ン
』を
基
盤
に
、『
儲
か
る
循
環
型
林
業
』を
体

現
す
る
取
り
組
み
の
第
一
歩
と
し
て
、
今
年（
※
令

和
４
／
２
０
２
２
年
）11
月
１
日
、
廿
日
市
市
に
本

拠
を
置
く
建
材
会
社
《
株
式
会
社
ウ
ッ
ド
ワ
ン
》
と

立
地
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、

ウ
ッ
ド
ワ
ン
は
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
４
月
に
、

１
０
０
％
出
資
子
会
社《
株
式
会
社
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ

ン
》（
製
材
工
場
）
を
庄
原
市
内
で
稼
働
の
予
定
で

す
」（
木
山
市
長
）

　

こ
の
事
業
の
推
進
を
契
機
に
、「
庄
原
産
材
の
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
と
市
場
の
開
拓
を
図
り
、
庄
原
産

材
を
原
材
料
と
す
る
各
種
の
製
品
開
発
や
、
市
場

へ
の
安
定
供
給
、
加
工
体
制
の
確
立
を
目
指
し
た

い
」
と
す
る
木
山
市
長
は
、「
各
種
研
修
会
や
林
業

研
修
教
育
の
受
講
支
援
な
ど
を
通
じ
、
次
代
の
林

業
を
担
う
人
材
育
成
や
市
内
で
の
就
業
促
進
と
共

に
、
新
た
な
雇
用
の
場
の
創
設
を
図
り
、
将
来
的

な
移
住
・
定
住
の
促
進
に
も
役
立
て
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
る
。

　

中
で
も
注
目
し
た
い
の
は
、
林
業
分
野
の
次
世

代
育
成
の
場
、
地
域
の
林
業
を
活
性
化
す
る
情
報

発
信
拠
点
と
し
て
、
令
和
３
年
３
月
、
市
内
・
比

和
町
に
整
備
さ
れ
た「
庄
原
市
森
林
体
験
交
流
施
設

／
愛
称
《
森
林
（
も
り
）
の
学
舎
（
ま
な
び
や
）・
比

和
》」の
存
在
と
、
そ
こ
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
、

小
中
学
生
が
対
象
の「
森
林
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」だ
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

既
に
令
和
４
年
12
月
ま
で
に
17
回
実
施
、
延
べ

３
５
０
人
の
小
中
学
生
が
参
加
し
て
い
る
。
そ
の

中
に
は
施
設
が
立
地
す
る
比
和
町
の
比
和
中
学
校

１
年
生
が
、
総
合
学
習
の
時
間
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

活
用
し
た
事
例
や
、
県
内
外
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に

参
加
を
広
く
呼
び
掛
け
実
施
し
た
、
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
、
多
角
的
な
取
り
組

み
の
成
果
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

庄
原
市
森
林
体
験
交
流
施
設
は
旧
古
頃
小
学
校

の
空
き
校
舎
を
改
修
し
、
再
活
用
し
た
施
設
だ
。

改
修
に
当
た
っ
て
は
、
平
屋
建
て
で
地
元
産
木
材

が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
た
建
物
の
構
造
お
よ
び
外

観
を
極
力
生
か
し
、
建
物
の
中
心
部
を
成
す
オ
ー

「桜花の郷 ラ・フォーレ庄原」は令和3年に日本郵政から取得の旧「かんぽの宿庄原」を
再整備した交流宿泊施設

「森林（もり）の学舎（まなびや）・比和」は山あいにある空き校舎を改修し整備した森林
体験交流施設
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プ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
天
井

板
を
あ
え
て
張
ら
ず
、

梁り
ょ
う
ち
ゅ
う

柱
な
ど
建
物
内
の
木

組
み
構
造
を
見
せ
る
よ

う
に
工
夫
し
た
。

　
「
森
林
の
持
つ
機
能

や
効
果
を
学
び
、
森
林

に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
こ
と
で
林
業
の
担
い

手
を
育
成
し
、
地
域
の

林
業
を
再
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
設

置
」（
木
山
市
長
）
さ
れ

た
、
ま
さ
に
森
林
体
験

交
流
施
設
ら
し
い
空
気

感
を
十
全
に
醸
し
出
し

た
施
設
と
言
え
る
。

　

子
ど
も
た
ち
は
こ
の
施
設
を
拠
点
に
、
林
業
体

験
、
木
工
体
験
、
ま
き
割
り
体
験
、
伐
採
の
見
学
、

樹
木
や
森
の
健
康
診
断
な
ど
、
多
彩
な
森
林
学
習

を
、
施
設
や
周
囲
の
森
林
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、

体
験
的
に
学
ん
で
い
る
。

比
婆
牛
の
普
及
な
ど
各
種
の
地
域
資
源
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

林
業
の
再
活
性
化
と
並
び
、
庄
原
市
で
近
年
、

精
力
的
に
全
国
発
信
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ブ
ラ
ン

ド
和
牛
肉
・
比
婆
牛
の
普
及
・
増
産
に
関
連
す
る

話
題
だ
。
農
林
水
産
省
が
定
め
る
「
地
理
的
表
示

（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
和
牛
肉

は
、
松
阪
牛
や
米
沢
牛
な
ど
全
国
に
10
例
の
み
。

制
度
登
録
さ
れ
た
他
の
産
地
牛
と
同
様
、
比
婆
牛

の
販
売
に
は
、
庄
原
市
長
名
で
発
行
す
る「
比
婆
牛

認
定
証
」が
必
要
と
な
る
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
比
婆
牛
は
世
界
中
か
ら
注
目

を
集
め
る
「
和
牛
」
の
一
角
を
占
め
る
ブ
ラ
ン
ド
牛

と
し
て
の
価
値
を
改
め
て
認
め
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、

今
後
最
大
の
課
題
は
、
市
場
へ
の
安
定
供
給
を
実

現
す
る
た
め
の
各
種
取
り
組
み
だ
。

　
「
江
戸
時
代
か
ら
品
種
改
良
が
続
け
ら
れ
て
き

た
比
婆
牛
は
、
畜
産
の
世
界
で
は
古
く
か
ら
、
和

牛
の
四
大
ル
ー
ツ
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
市
内
・
七
塚
町
に
現
在
立
地
し
、
和
牛
資

料
館
の
役
割
も
果
た
す
《
広
島
県
立
総
合
技
術
研

究
所
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
》
の
前
身
は
、
明
治
33

（
１
９
０
０
）年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
初
の《
国
立
種

牛
牧
場
》で
す
。
こ
の
施
設
の
存
在
か
ら
も
、
和
牛

産
地
と
し
て
の
庄
原
へ
の
信
頼
の
高
さ
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

し
か
し
、
比
婆
牛
は
地
元
の
み
で
の
繁
殖
・
育

成
の
伝
統
を
守
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、『
至
高

の
和
牛
』と
た
た
え
ら
れ
る
半
面
、
育
成
頭
数
が
他

の
ブ
ラ
ン
ド
産
地
に
比
べ
て
少
な
い
と
い
う
難
が

あ
り
ま
し
た
。
庄
原
市
で
は
Ｇ
Ｉ
登
録
を
契
機
に
、

厳
格
な
品
種
・
品
質
の
管
理
を
順
守
し
つ
つ
、
比

婆
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し
て
の
価
値
を
さ
ら
に
高

め
、
市
場
へ
の
安
定
供
給
の
期
待
に
も
添
え
る
よ

子どもたちに地域と林業の関わりを伝えながら次世代の育成を図る「森林学習体験
プログラム」

和牛のオリンピックとされる「第12回全国和牛能力共進会」特別区に参加した県立庄
原実業高校の「さらしば号」

地理的表示（GI）保護制度に登録のブランド和牛肉「比婆牛」（写真は比婆牛となる素
牛／令和4年広島県共進会・畜産の部にて）
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庄原市　市 政 ル ポ

（広島県）

う
、
官
民
を
挙
げ
た
努
力
を

重
ね
て
い
き
た
い
。
そ
の
た

め
の
生
産
基
盤
づ
く
り
の
支

援
を
充
実
さ
せ
、
ひ
い
て

は
、
繁
殖
農
家
・
肥
育
農
家

の
所
得
向
上
に
も
結
び
付
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
木
山
市
長
）

　

庄
原
ブ
ラ
ン
ド
の
食
材
と

し
て
は
、
広
大
な
耕
地
で
生

産
さ
れ
る
庄
原
の
ブ
ラ
ン
ド

米（
里
山
の
夢
な
ど
）も
、
各

種
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
す

る
な
ど
、
そ
の
味
と
質
は
全

国
的
な
定
評
を
得
て
い
る
。

　

庄
原
市
で
は
今
後
、
さ
ら

に
比
婆
牛
や
庄
原
米
を
中
心
に『
食
の
宝
庫
・
庄
原
』

を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
を
導
き
た

い
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
推
進
エ
ン
ジ
ン
役
を
果

た
す
の
は
、《
庄
原
Ｄ
Ｍ
Ｏ
》だ
。

　

庄
原
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
観
光
産
業
の
再
生
に
向
け
、
民

間
企
業
や
関
連
団
体
な
ど
の
共
同
参
画
の
下
、
旧

庄
原
市
観
光
協
会
を
改
組
す
る
形
で
、
令
和
２
年

に
発
足
し
た
。
そ
れ
以
後
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
斬
新
な
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
や
、
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
物
販
強
化
、
さ
ら
に
は
、

地
域
活
性
化
事
業
を
市
民
と
の
協
働
で
積
極
的
に

実
践
す
る
な
ど
、
多
角
的
な
取
り
組
み
が
光
る
。

　

鉄
道
フ
ァ
ン
か
ら
根
強
い
人
気
を
誇
る
Ｊ
Ｒ
芸

備
線
・
木
次
線
を
舞
台
に
し
た
旅
行
企
画
、
振
興

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
、
庄
原
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
中
心
に
な
っ

て
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

人
口
減
少
の
数
値
的
な
推
移
だ
け
を
見
る
と
、

庄
原
市
は
「
過
疎
が
進
み
つ
つ
あ
る
ま
ち
」
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
林
業
の
再
活
性
化
や
比

婆
牛
の
全
国
発
信
を
は
じ
め
、
現
在
進
行
形
の
個

性
的
な
活
性
化
施
策
が
、
多
角
的
か
つ
精
力
的
に

推
進
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
庄
原
市
で
は

Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る
移
住
・
定
住
、
そ
う

し
た
人
々
に
よ
る
市
内
起
業
の
事
例
が
、
近
年
目

立
っ
て
増
え
て
き
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
、
県

内
外
の
企
業
に
よ
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
進
出

や
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
需
要
も
増
加
中
だ
。

　
「
豊
か
な
自
然
環
境
や
、
市
内
三
つ
の
道
の
駅
の

存
在
、
広
島
市
な

ど
と
直
結
す
る
充

実
し
た
高
速
道
路

網
、
市
内
全
域
に

整
備
さ
れ
た
超
高

速
光
通
信
網
、
県

立
広
島
大
学
が
立

地
す
る
文
教
的
な

環
境
の
充
実
な

ど
、
従
業
員
の
生

活
の
場
を
兼
ね
た

サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
進
出
先

と
し
て
は
理
想
的

と
の
言
葉
を
、
進
出
企
業
の
方
た
ち
か
ら
は
い
た
だ

い
て
い
ま
す
」（
木
山
市
長
）

　

庄
原
市
で
は
こ
う
し
た
声
に
応
え
る
べ
く
、
企

業
の
お
試
し
勤
務
を
支
援
す
る
た
め
、
総
領
地
域

と
比
和
地
域
に
「
お
試
し
オ
フ
ィ
ス
」
を
整
備
し
て

い
る
。

　

経
済
的
な
活
性
化
や
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
な
ど
と
同
時
並
行
し
て
、
木
山
市
長
の
就
任
以

降
、「
心
の
い
ち
ば
ん
」
を
市
民
に
実
感
し
て
も
ら

う
べ
く
始
ま
っ
た
「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
の
施

策
・
事
業
。
現
在
で
は
、
行
政
の
け
ん
引
に
よ
る

当
初
の
取
り
組
み
か
ら
、
産
学
官
民
が
自
発
的
な

総
力
体
制
で
取
り
組
む
、
協
働
・
協
創
型
の「
庄
原

い
ち
ば
ん
づ
く
り
」「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」へ

と
、
急
速
に
進
化
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
４
年
12
月
22
日
）

秘境を走るローカル線として根強い人気を誇るJR芸備線（広島～備後落合～備中
神代）

令和2年に整備したJR芸備線・備後庄原駅舎「庄原市交通交流施設」は鉄
道駅・バスセンターの機能を併せ持つ交通の結節点

全国からのサテライトオフィスの需要に応えるべく庄原市が整備した
「お試しオフィス／吾妻ロッジ36」
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